
は
じ
め
に

鎌
倉
時
代
後
期
に
吉
田
兼
好
（
一
二
八
三
頃
│
一
三
五
二
以
降
）
が
著
し

た
『
徒
然
草
』
は
、
清
少
納
言
（
九
六
六
頃
│
一
〇
二
五
頃
）
の
『
枕
草

子
』
と
と
も
に
古
典
随
筆
の
双
璧
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。「
つ
れ
づ
れ
な

る
ま
ま
に
日
く
ら
し
、
硯
に
む
か
ひ
て
心
に
移
り
ゆ
く
よ
し
な
し
事
を
、
そ

こ
は
か
と
な
く
書
き
つ
く
れ
ば
、
あ
や
し
う
こ
そ
も
の
ぐ
る
ほ
し
け
れ
」
で

始
ま
る
序
段
は
人
口
に
膾
炙
し
て
お
り
、
全
二
四
四
段
か
ら
な
る
逸
話
は
教

訓
、
有
職
故
実
、
和
歌
、
仏
教
、
老
荘
思
想
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
作
者
兼

好
法
師
の
人
と
な
り
と
と
も
に
時
代
を
超
え
て
現
在
で
も
多
く
の
人
々
に
親

し
ま
れ
、
愛
好
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
徒
然
草
』
が
誰
も
が
知

る
古
典
の
教
養
書
と
な
っ
た
の
は
、
よ
う
や
く
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

江
戸
時
代
前
期
に
は
、
王
朝
文
化
、
古
典
文
学
復
興
の
機
運
が
高
ま
り
、

後
水
尾
院
（
一
五
五
九
│
一
六
八
〇
）
が
主
宰
す
る
文
化
サ
ロ
ン
で
は
、

『
伊
勢
物
語
』、『
古
今
和
歌
集
』
な
ど
の
古
典
文
学
の
鑑
賞
、
研
究
が
盛
ん

に
行
わ
れ
た
が
、『
徒
然
草
』
も
ま
た
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
慶
長
十
八
年

（
一
六
一
三
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
徒
然
草
』
は
、
後
陽
成
天
皇
（
一
五
七
一

│
一
六
一
七
）、
後
水
尾
院
に
進
講
し
た
経
歴
を
も
つ
儒
者
の
三
宅
寄
斎

（
一
五
八
〇
│
一
六
四
九
）
が
京
都
の
草
庵
で
お
こ
な
っ
た
講
義
禄
を
烏
丸

光
広
（
一
五
七
九
│
一
六
三
八
）
が
校
訂
を
加
え
て
出
版
し
た
も
の
で
あ

（
�
）る。
古
今
伝
授
を
受
け
た
当
代
随
一
の
教
養
人
と
し
て
著
名
な
烏
丸
光
広
の

手
に
な
る
こ
の
本
は
、
雅
の
領
域
で
あ
る
公
家
階
層
の
読
者
を
多
分
に
意
識

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
出
版
文
化
の
隆
盛
に
と
も
な
い
整

版
本
の
底
本
と
な
っ
て
多
数
の
諸
本
や
注
釈
書
を
生
み
出
し
、
俗
の
領
域
に

お
け
る
古
典
文
学
の
世
俗
化
に
貢
献
し
た
。
こ
と
に
貞
享
、
元
禄
期
（
一
六

八
四
│
一
七
〇
二
）
に
は
絵
入
り
版
本
を
含
む
十
三
点
あ
ま
り
が
出
版
さ

れ
、『
徒
然
草
』
が
町
人
階
層
の
教
養
書
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
、
江
湖

に
敷
衍
し
て
い
っ
た
。

『
徒
然
草
』
が
町
人
階
層
に
愛
好
さ
れ
た
要
因
の
一
つ
に
、
挿
絵
の
存
在

元
禄
期
に
お
け
る
『
徒
然
草
』
の
版
本
挿
絵

村

木

桂

子

元
禄
期
に
お
け
る
『
徒
然
草
』
の
版
本
挿
絵

五
三



を
軽
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
例
え
ば
、
松
永
貞
徳
（
一
五
七
一
│
一
六

五
四
）
の
絵
入
り
注
釈
書
『
な
ぐ
さ
み
草
』（
慶
安
五
年
・
一
六
五
二
跋
）

は
、『
徒
然
草
』
の
絵
画
化
や
図
様
の
様
相
に
つ
い
て
考
え
る
う
え
で
、
極

め
て
重
要
で
あ
る
。
中
野
雅
之
は
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
が
奈
良
絵
の
イ

メ
ー
ジ
の
源
泉
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
絵
画
化
さ
れ
る
章
段
の
選

（
�
）

択
や
図
様
の
定
型
化
に
つ
い
て
論
じ
た
。
さ
ら
に
こ
の
研
究
を
踏
ま
え
て
塩

出
貴
美
子
は
、
富
美
文
庫
や
蓬
左
文
庫
所
蔵
の
奈
良
絵
本
の
図
様
と
『
な
ぐ

（
�
）

さ
み
草
』
の
挿
絵
と
の
密
接
な
関
連
を
立
証
し
た
。

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
に
『
な
ぐ
さ
み
草
』
や
奈
良
絵
本
な
ど
の
個
別
作
品

を
中
心
に
論
じ
た
作
品
研
究
は
あ
る
が
、
元
禄
期
を
画
期
と
し
た
絵
入
り
版

本
の
系
譜
と
そ
の
特
質
に
つ
い
て
包
括
的
に
論
じ
た
も
の
は
、
こ
れ
ま
で
あ

ま
り
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
元
禄
期
に
出
版
さ
れ
た
『
徒
然
草
』
の
絵
入
り
版
本

に
注
目
し
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
場
面
を
絵
画
化
し
て
い
る
の
か
、
そ
の

図
様
の
源
泉
は
何
か
、
ま
た
挿
絵
に
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
施
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
受
容
者
を
読
者
と
し
て
想
定
し
て
い
た
の
か
と

い
う
問
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

そ
れ
ら
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
第
一
章
で
は
、『
徒
然
草
』
の
諸
本
と

注
釈
書
お
よ
び
主
要
な
絵
画
作
品
を
確
認
し
、
古
典
研
究
の
系
譜
を
把
握
す

る
。
第
二
章
で
は
、
元
禄
期
を
中
心
に
十
八
世
紀
前
半
ま
で
に
制
作
さ
れ
た

絵
入
り
版
本
の
う
ち
九
点
を
概
観
し
、
本
文
、
注
釈
、
挿
絵
の
体
裁
、
絵
画

化
さ
れ
た
場
面
な
ど
諸
本
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
三
章
で
は
、
第
二

章
で
取
り
上
げ
た
特
徴
を
踏
ま
え
て
、
挿
絵
の
枚
数
、
受
容
者
、
図
様
、
風

俗
表
現
に
着
目
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
性
に
つ
い
て
述
べ
、
元
禄
期
の
文
化

構
造
の
変
化
が
挿
絵
の
変
容
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
お
わ

り
に
、
こ
れ
ら
の
分
析
を
踏
ま
え
て
、
版
元
は
挿
絵
を
利
用
し
て
新
た
な
読

者
層
を
開
拓
し
、
古
典
文
学
の
啓
蒙
に
寄
与
し
た
可
能
性
に
言
及
す
る
。

一
『
徒
然
草
』
の
諸
本
お
よ
び
注
釈
書
の
系
譜

図
１
は
、『
徒
然
草
』
の
諸
本
と
注
釈
書
お
よ
び
絵
画
作
品
の
概
略
を
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。
左
側
に
『
徒
然
草
』
の
諸
本
と
注
釈
書
を
時
系
列
順

に
従
っ
て
示
し
、
右
側
に
そ
れ
ら
を
題
材
と
す
る
、『
徒
然
草
』
の
情
景
を

描
い
た
「
徒
然
絵
」
と
も
言
う
べ
き
ジ
ャ
ン
ル
の
絵
画
の
系
譜
を
、
こ
れ
も

ま
た
時
系
列
順
に
示
し
て
い
る
。
左
の
上
半
分
が
『
徒
然
草
』
諸
本
の
系
譜

で
あ
る
。

『
徒
然
草
』
の
成
立
は
元
徳
二
年
か
ら
元
弘
元
年
（
一
三
三
〇
│
三
一
）

頃
と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
年
代
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
、
い
ま
だ
確

定
し
て
い
な
い
も
の
の
、『
徒
然
草
』
が
兼
好
法
師
の
存
命
中
に
一
度
も
文

献
資
料
に
登
場
し
な
い
こ
と
か
ら
、
成
立
後
ほ
ど
な
く
し
て
そ
の
存
在
は
世

（
�
）

間
か
ら
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
が
再
発
見
さ
れ
た
の
は
、

兼
好
法
師
の
没
後
一
〇
〇
年
ほ
ど
経
っ
た
室
町
時
代
後
期
の
こ
と
で
、
当
時

は
歌
人
の
正
徹
（
一
三
八
一
│
一
四
五
九
）、
東
常
縁
（
一
四
〇
一
│
八
四
）

ら
ご
く
限
ら
れ
た
知
識
人
に
の
み
知
ら
れ
て
い
た
。
永
享
三
年
（
一
四
三

一
）、
現
存
最
古
の
写
本
と
し
て
知
ら
れ
る
正
徹
本
を
は
じ
め
、
常
縁
本
、

五
四



幽
斎
本
の
三
系
統
の
本
が
作
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
入

り
、
前
述
し
た
よ
う
に
慶
長
十
八
年
（
一
六
一
三
）、
三
宅
寄
斎
の
講
義
録

を
元
に
烏
丸
光
広
が
上
梓
し
た
、
い
わ
ゆ
る
烏
丸
本
を
嚆
矢
と
し
て
整
版
本

が
相
次
い
で
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
挿
絵
を
付
し
た
版
本
も
登
場
し

た
。
管
見
の
限
り
、『
徒
然
草
』
の
原
著
テ
ク
ス
ト
の
総
数
は
お
よ
そ
四
十

点
で
、
内
訳
は
写
本
五
点
、
嵯
峨
本
二
点
、
版
本
三
十
三
点
で
、
版
本
の
う

（
�
）

ち
挿
絵
の
あ
る
も
の
は
十
四
点
で
あ
る
。
た
だ
し
、
現
段
階
で
は
古
書
目
録

な
ど
未
見
の
資
料
も
あ
る
た
め
、
今
後
の
調
査
、
整
理
に
よ
っ
て
総
数
は
も

う
少
し
増
え
る
可
能
性
が
あ
る
。

左
の
下
半
分
が
注
釈
書
で
、
慶
安
期
（
一
六
四
八
│
五
二
）
以
降
、『
徒

然
草
』
を
読
む
た
め
の
注
釈
書
が
大
量
に
出
版
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
こ
の
部
分
は
さ
ら
に
左
右
に
分
け
て
、
左
側
に
は
、
儒
学
者
の
林
羅
山

（
一
五
八
三
│
一
六
五
七
）
が
著
し
た
『
野
槌
』（
一
六
二
四
）
や
歌
人
で
和

学
者
の
北
村
季
吟
（
一
六
二
四
│
一
七
〇
五
）
が
著
し
た
『
徒
然
草
文
段

抄
』（
一
六
六
七
）
な
ど
、
和
漢
の
学
者
が
記
し
た
挿
絵
の
な
い
学
術
書
と

し
て
の
注
釈
書
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
右
側
に
示
し
た
の
は
、
松
永
貞
徳

（
一
五
七
一
│
一
六
五
三
）
が
刊
行
し
た
挿
絵
入
り
の
注
釈
書
『
な
ぐ
さ
み

草
』（
一
六
五
二
）
で
、
各
章
段
に
自
身
の
体
験
談
や
詳
細
な
総
評
を
記
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
実
際
の
講
義
を
彷
彿
と
さ
せ
る
学
術
的
な
内
容
で
あ
る
と

と
も
に
、
二
四
三
段
中
に
一
五
八
図
も
の
挿
絵
を
付
す
こ
と
に
よ
っ
て
娯
楽

的
な
読
み
物
と
し
て
の
性
格
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
絵
入
り
注
釈
書

の
出
版
は
貞
享
、
元
禄
期
（
一
六
八
四
│
一
七
〇
二
）
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

図 1 『徒然草』の系譜

元
禄
期
に
お
け
る
『
徒
然
草
』
の
版
本
挿
絵

五
五



後
年
繰
り
返
し
再
版
さ
れ
、
現
在
我
々
が
親
し
ん
で
い
る
古
典
の
教
養
書
と

し
て
の
『
徒
然
草
』
の
礎
と
な
っ
た
。
注
釈
書
テ
ク
ス
ト
の
総
数
は
四
十
九

点
で
、
内
訳
は
写
本
十
三
点
、
版
本
三
十
六
点
で
、
版
本
の
う
ち
挿
絵
の
あ

る
も
の
は
九
点
で
あ
る
。

一
方
、
図
の
右
側
に
示
し
た
の
は
『
徒
然
草
』
の
情
景
を
描
い
た
絵
画
、

す
な
わ
ち
「
徒
然
絵
」
と
い
う
べ
き
系
譜
で
、
管
見
の
限
り
、
総
数
は
二
十

三
点
で
あ
る
。
そ
の
内
訳
は
、
奈
良
絵
本
五
点
、
絵
巻
八
点
、
画
帖
一
点
、

屛
風
四
点
、
掛
幅
二
点
、
こ
の
ほ
か
三
点
は
断
簡
の
ま
く
り
で
あ
る
。
な
か

で
も
注
目
す
べ
き
作
品
は
、
矢
印
で
示
し
た
よ
う
に
、
尾
張
徳
川
家
三
代
藩

主
の
徳
川
綱
誠
（
一
六
五
二
│
九
九
）
の
正
室
で
あ
る
新
君
（
一
六
五
四
│

九
二
）
が
所
持
し
た
蓬
左
文
庫
所
蔵
の
奈
良
絵
本
、
お
よ
び
富
美
文
庫
所
蔵

の
奈
良
絵
本
で
、
こ
れ
ら
は
豪
華
な
調
度
本
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

図
様
は
、
注
釈
書
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
と
構
図
、
モ
チ
ー
フ
の
描
写
が

（
�
）

近
似
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、「
徒
然
絵
」

の
制
作
に
お
い
て
注
釈
書
の
挿
絵
と
不
可
分
な
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て

お
り
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
住
吉
具
慶

筆
《
徒
然
草
画
帖
》
は
、
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）、
飛
鳥
井
雅
章
（
一
六

一
一
│
七
九
）
の
孫
娘
清
姫
が
越
前
松
平
家
六
代
藩
主
の
松
平
綱
昌
（
一
六

六
一
│
九
九
）
の
も
と
へ
輿
入
れ
す
る
際
に
持
参
し
た
嫁
礼
調
度
の
一
つ
で

（
�
）

あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
画
帖
の
注
文
主
で
あ
る
飛
鳥
井
雅

章
と
言
え
ば
、
後
水
尾
院
の
信
頼
も
厚
く
、
古
今
伝
授
の
な
か
で
最
も
権
威

の
あ
る
御
所
伝
授
を
受
け
た
公
卿
で
、
こ
の
画
帖
で
は
、
詞
書
の
筆
者
の
選

定
や
各
章
段
の
図
様
の
選
択
、
瀟
洒
な
表
具
な
ど
細
部
に
至
る
ま
で
、
彼
の

（
�
）

優
れ
た
審
美
眼
が
発
揮
さ
れ
、
嫁
ぐ
孫
姫
へ
の
深
い
愛
情
が
感
じ
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
公
家
や
大
名
な
ど
の
雅
の
領
域
で
の
制
作
状
況
は
、「
徒
然
絵
」

の
機
能
や
受
容
者
を
考
え
る
う
え
で
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
海
北
友
雪

（
一
五
九
八
│
一
六
七
七
）
筆
《
徒
然
草
絵
巻
》（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
）

は
、『
徒
然
草
』
の
全
章
段
の
情
景
を
絵
画
化
し
、
詞
書
に
す
べ
て
の
原
文

を
書
写
し
た
二
十
巻
に
お
よ
ぶ
長
大
な
絵
巻
で
、
奈
良
絵
の
イ
メ
ー
ジ
の
源

泉
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
と
図
様
、
構
図
を
異
に

し
、
そ
の
う
え
『
な
ぐ
さ
み
草
』
よ
り
二
十
八
年
前
に
出
版
さ
れ
た
林
羅
山

の
注
釈
書
『
野
槌
』
の
注
釈
部
分
を
描
い
た
場
面
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
を
遡
る
時
期
に
制
作
さ
れ
た
類
を
見
な
い
絵
巻
と
し

（
�
）

て
関
心
を
集
め
て
い
る
。
ま
た
、『
徒
然
草
』
か
ら
数
場
面
を
抽
出
し
て
屛

風
に
描
い
た
鍬
形
蕙
斎
（
一
七
六
四
│
一
八
二
四
）
筆
《
徒
然
草
図
屛
風
》

（
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
）、
上
杉
博
物
館
所
蔵
の
《
徒
然
草
図
屛
風
》
な
ど

が
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、『
徒
然
草
』
の
情
景
を
描
い
た
絵
画
は
、
漢
画
、
や
ま

と
絵
と
い
っ
た
異
に
す
る
様
式
や
、
土
佐
派
、
住
吉
派
、
狩
野
派
と
い
っ
た

流
派
を
超
え
て
愛
好
さ
れ
、
絵
巻
、
画
帖
、
屛
風
な
ど
多
様
な
形
式
に
描
か

れ
、「
徒
然
絵
」
と
い
う
新
た
な
絵
画
ジ
ャ
ン
ル
を
形
成
し
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
。

五
六



二

絵
入
り
版
本
の
概
要

前
述
し
た
よ
う
に
、『
徒
然
草
』
は
、
江
戸
時
代
初
期
か
ら
盛
ん
に
研
究

さ
れ
、
多
く
の
注
釈
書
を
生
み
出
し
て
き
た
。
原
著
テ
ク
ス
ト
、
注
釈
書
の

世
俗
化
と
い
う
観
点
に
注
目
す
る
と
、
挿
絵
を
付
す
こ
と
に
よ
っ
て
『
徒
然

草
』
が
町
人
階
層
の
教
養
、
教
育
に
果
た
し
た
役
割
は
極
め
て
重
要
で
あ

る
。
稿
末
の
表
は
、『
徒
然
草
』
の
絵
入
り
版
本
の
う
ち
、
慶
安
五
年
（
一

六
五
二
）
か
ら
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
の
期
間
に
出
版
さ
れ
た
主
要
な
版

本
九
点
を
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
に
即
し
て
、
諸
本
の
書
型
、

テ
ク
ス
ト
の
構
成
、
挿
絵
の
体
裁
、
絵
画
化
さ
れ
た
場
面
の
順
に
検
討
し
て

い
く
こ
と
と
す
る
。

１

テ
ク
ス
ト
の
構
成

諸
本
の
大
き
さ
は
、
Ａ
か
ら
Ｉ
ま
で
縦
二
十
五
か
ら
二
十
七
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
、
横
十
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
美
濃
判
紙
二
つ
折
り
の
大
き
さ

で
、
い
わ
ゆ
る
大
本
と
呼
ば
れ
て
い
る
書
型
で
あ
る
。
大
本
は
、
和
漢
の
思

想
や
文
芸
な
ど
の
典
籍
類
を
あ
つ
か
う
「
物
の
本
」
に
採
用
さ
れ
る
書
型

で
、
通
俗
的
な
読
み
物
で
あ
る
草
子
は
そ
れ
よ
り
小
さ
い
中
本
で
あ
り
、
書

籍
の
ジ
ャ
ン
ル
に
応
じ
て
そ
の
大
き
さ
は
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
た
。
た
だ

し
、
近
世
初
期
の
仮
名
草
子
に
お
い
て
は
、
そ
の
読
者
層
は
、
嵯
峨
本
や
豪

華
な
奈
良
絵
本
な
ど
の
高
価
本
を
愛
好
し
た
富
裕
な
上
層
町
衆
で
、
公
家
や

武
家
階
層
と
文
化
的
交
流
の
あ
っ
た
ご
く
一
部
の
町
人
に
限
定
さ
れ
て
い

た
。
こ
の
た
め
、「
物
の
本
」
と
同
じ
く
大
本
で
出
版
さ
れ
て
い
た
と
い
う

（

）

経
緯
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
書
型
の
状
況
は
、
江
戸
時
代
前
期
に
お
け
る

『
徒
然
草
』
版
本
の
受
容
者
層
を
想
定
す
る
手
掛
か
り
と
な
る
だ
ろ
う
。

次
に
書
籍
の
構
成
に
つ
い
て
み
る
と
、
最
も
影
響
力
を
持
っ
た
の
は
、
松

永
貞
徳
が
行
っ
た
『
徒
然
草
』
の
講
義
録
を
基
に
し
た
Ａ
の
『
な
ぐ
さ
み

草
』（
図
２
）
で
あ
る
。
こ
の
本
は
、
半
丁
の
下
三
分
の
二
の
部
分
に
本
文

を
九
行
で
記
し
、
そ
の
上
三
分
の
一
に
本
文
に
含
ま
れ
た
語
句
を
詳
し
く
解

図 2 A『なぐさみ草』

元
禄
期
に
お
け
る
『
徒
然
草
』
の
版
本
挿
絵

五
七



説
し
、
そ
れ
に
関
連
す
る
和
漢
、
古
今
の
逸
話
を
頭
注
と
し
て
十
二
行
で
記

す
と
い
う
体
裁
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
漢
字
の
一
部
に
は
ふ
り
が
な
が
付
さ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
各
章
段
の
終
わ
り
に
は
、
自
身
の
体
験
談
や
総
評
を

記
し
た
大
意
が
十
二
行
で
記
さ
れ
、
本
文
、
注
釈
、
大
意
の
三
部
構
成
を
と

っ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
跋
文
に
は
こ
の
大
意
が
掲
載
さ
れ
た
経
緯
が

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
時
此
大
意
は
丸
か
反
／
古
の
う
ち
に
書
付
て
名
を
た
に
人
に
か
た

る
／
こ
と
も
な
か
り
し
に
今
此
な
く
さ
み
草
／
に
書
入
ら
る
ゝ
は
い
つ

か
た
よ
り
か
と
り
出
け
／
む
と
あ
や
し
く
こ
そ
侍
れ
思
へ
は
丸
か
／
め

し
つ
か
ひ
し
も
の
と
も
の
内
に
う
つ
し
／
と
り
た
る
に
こ
そ
侍
ら
め

（
以
下
略
）

こ
れ
に
よ
る
と
、
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）、
林
羅
山
ら
儒
者
や
医
者
が
参

集
し
、
四
書
の
新
註
や
太
平
記
な
ど
を
学
ぶ
読
書
会
を
開
催
し
た
際
、
彼
ら

の
熱
心
な
求
め
に
応
じ
て
、
松
永
貞
徳
は
『
徒
然
草
』
の
公
開
講
義
を
行
っ

た
。
そ
の
講
義
の
内
容
は
自
ら
の
備
忘
録
と
し
て
反
古
紙
の
裏
に
書
き
付
け

て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
貞
徳
の
晩
年
の
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
に
門
人
が

書
き
溜
め
た
講
義
録
を
改
訂
し
た
内
容
で
あ
っ
た
と
い
い
、『
徒
然
草
』
の

講
義
の
は
じ
ま
り
と
評
さ
れ
た
往
事
の
有
様
を
髣
髴
と
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ

（

）た。Ｂ
の
『
大
字
絵
入
つ
れ
つ
れ
草
』
は
、
奥
書
に
よ
れ
ば
こ
れ
ま
で
の
版
本

の
仮
名
遣
い
の
間
違
い
を
改
め
、
貞
徳
の
写
本
を
も
と
に
開
板
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
注
釈
部
分
は
な
く
、
半
丁
に
本
文
十
三
行
を
記
し
、
漢
字
に
は
ふ

り
が
な
を
付
け
、
章
段
ご
と
に
改
行
し
て
段
数
を
枠
付
で
記
し
て
い
る
。
Ｃ

以
下
の
諸
本
に
つ
い
て
も
、
Ｄ
、
Ｆ
を
除
い
て
注
釈
部
分
を
欠
い
て
い
る
。

い
ず
れ
も
半
丁
に
各
章
段
あ
た
り
十
二
か
ら
十
五
行
で
本
文
を
記
し
、
ふ
り

が
な
と
段
数
を
枠
付
で
示
す
点
も
共
通
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
注
釈
を
欠
く

と
は
い
え
、
冒
頭
に
大
意
や
卜
部
氏
系
図
、
兼
好
法
師
の
肖
像
な
ど
を
付
す

図 3 D『徒然草吟和抄録』

五
八



こ
と
に
よ
っ
て
、
注
釈
に
代
わ
る
情
報
を
伝
え
る
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
Ｇ
の
『
新
板
絵
入
つ
れ
づ
れ
草
』
で
は
、
冒
頭
に
「
當
時
禁
中
圖

説
」
と
し
て
禁
裏
の
建
造
物
の
名
称
を
書
き
入
れ
た
見
取
り
図
を
口
絵
と
し

て
示
し
、
続
い
て
公
家
、
門
跡
寺
院
の
名
鑑
を
付
け
る
な
ど
、
読
者
に
と
っ

て
あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
朝
廷
や
公
家
、
寺
社
に
関
す
る
知
識
を
、
い
か
に

簡
潔
か
つ
平
易
に
説
明
す
る
か
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
文
字
に
よ
る
注
釈
部
分
が
図
に
移
行
し
て
い
く
状
況
は
、

『
徒
然
草
』
の
注
釈
書
の
一
つ
の
傾
向
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。
元
禄
三
年

（
一
六
九
〇
）
に
出
版
さ
れ
た
Ｄ
の
『
徒
然
草
吟
和
抄
録
』（
図
３
）
と
そ
の

翌
年
に
出
版
さ
れ
た
Ｅ
の
『
改
正
頭
書
つ
れ
づ
れ
草
絵
抄
』（
図
４
）
を
見

る
と
、
Ｄ
は
半
丁
の
上
三
分
の
一
の
部
分
に
注
釈
を
二
十
五
行
で
記
し
、
そ

の
下
の
三
分
の
二
に
挿
絵
を
大
き
く
付
し
て
い
る
。
Ｅ
は
Ｄ
と
同
じ
く
半
丁

を
二
つ
に
分
割
す
る
形
式
で
あ
る
が
、
上
の
四
分
の
一
に
挿
絵
を
付
し
、
そ

の
下
の
四
分
の
三
部
分
に
は
本
文
を
十
二
行
で
記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
Ｄ
、

図 5 H『絵本徒然草』

図 4 E『改正頭書つれづれ草絵抄』

元
禄
期
に
お
け
る
『
徒
然
草
』
の
版
本
挿
絵

五
九



Ｅ
と
も
に
、
同
一
の
紙
面
に
本
文
と
そ
れ
に
対
応
す
る
挿
絵
を
配
置
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
初
学
者
が
容
易
に
古
典
文
学
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
工
夫
が

な
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
に
は
、
西
川
祐
信
（
一
六
七
一
│
一
七
五

〇
）
に
よ
る
序
と
挿
絵
を
著
し
た
Ｈ
の
『
絵
本
徒
然
草
』（
図
５
）、
そ
の
十

年
後
の
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
に
は
、
続
編
と
し
て
Ｉ
の
『
絵
本
垣
衣

草
』
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
両
者
は
左
右
見
開
き
に
挿
絵
を
描
き
、
挿
絵
の

上
部
に
設
け
た
雲
型
あ
る
い
は
余
白
に
本
文
の
一
節
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
と
し

て
記
し
た
も
の
で
、
他
の
諸
本
と
は
ま
っ
た
く
体
裁
を
異
に
し
て
い
る
。

２

挿
絵
の
構
成

挿
絵
の
体
裁
に
つ
い
て
は
、
四
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
半
丁
に

一
図
を
描
く
も
の
、
半
丁
二
枚
分
を
左
右
見
開
き
に
し
て
一
図
を
描
く
も

の
、
半
丁
を
上
下
に
二
分
割
し
て
二
図
を
描
く
も
の
、
半
丁
の
上
部
の
頭
注

部
分
に
小
画
面
を
描
く
も
の
で
あ
る
。

半
丁
に
一
図
を
描
く
も
の
は
、
Ａ
の
『
な
ぐ
さ
み
草
』、
Ｂ
の
『
大
字
絵

入
つ
れ
つ
れ
草
』、
Ｃ
の
『
絵
入
徒
然
草
』、
Ｄ
の
『
徒
然
草
吟
和
抄
録
』
で

あ
る
。
Ｄ
は
、
半
丁
に
一
図
を
配
し
た
も
の
だ
け
で
な
く
、
そ
の
う
ち
二
割

は
左
右
見
開
き
図
を
含
む
混
合
型
で
あ
る
。
半
丁
二
枚
分
を
左
右
見
開
き
に

す
る
も
の
は
、
Ｆ
の
『
女
訓
徒
然
草
』、
Ｈ
の
『
絵
本
徒
然
草
』、
Ｉ
の
『
絵

本
垣
衣
草
』
で
あ
る
。
Ｇ
の
『
新
板
絵
入
つ
れ
づ
れ
草
』
は
、
半
丁
の
中
央

に
雲
霞
を
配
し
て
画
面
を
上
下
に
分
割
し
て
、
異
な
る
段
を
取
り
合
わ
せ
た

二
図
を
配
し
て
い
る
。
Ｅ
の
『
改
正
頭
書
つ
れ
づ
れ
草
絵
抄
』
は
、
半
丁
の

四
分
の
一
の
頭
注
部
分
に
挿
絵
を
配
す
る
が
、
横
長
の
画
面
を
さ
ら
に
一
か

ら
三
図
に
分
け
て
、
各
章
段
の
情
景
を
時
系
列
順
に
描
写
し
た
り
、
挿
絵
の

右
端
に
段
数
を
記
載
し
、
画
中
に
人
物
や
建
造
物
、
器
物
な
ど
の
名
称
を
書

き
入
れ
た
り
、
状
況
を
説
明
す
る
文
章
を
付
け
加
え
た
り
す
る
な
ど
、
本
文

の
内
容
に
忠
実
な
描
写
が
看
取
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
挿
絵
を
よ
く
見
る

と
、
小
物
に
時
好
性
を
取
り
込
ん
で
、
読
者
を
飽
き
さ
せ
な
い
巧
み
な
工
夫

を
凝
ら
し
て
い
る
点
も
、
他
の
諸
本
に
は
例
の
な
い
特
異
な
体
裁
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
特
徴
に
つ
い
て
は
第
三
章
で
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

３

絵
画
化
さ
れ
た
場
面

こ
れ
ら
の
諸
本
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
章
段
の
情
景
を
描
写
し
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。
ま
ず
挿
絵
を
見
る
と
、
Ｅ
を
除
い
て
、
序
お
よ
び
二
四
三
段
の

全
二
四
四
段
の
う
ち
概
ね
一
段
の
情
景
を
一
図
に
収
ま
る
よ
う
に
描
い
て
い

る
。
挿
絵
の
数
は
、
Ａ
は
一
五
八
図
、
Ｂ
は
二
十
図
、
Ｃ
は
二
十
四
図
、
Ｄ

は
三
十
三
図
、
Ｆ
は
十
五
図
、
上
下
に
挿
絵
を
配
し
た
Ｇ
は
三
十
二
図
、
Ｈ

は
五
十
二
図
、
Ｉ
は
三
十
二
図
で
、
時
代
が
降
る
と
絵
画
化
さ
れ
る
場
面
は

二
、
三
十
図
ほ
ど
と
減
少
傾
向
に
あ
る
。
と
は
い
え
、
元
禄
四
年
（
一
六
九

一
）
に
出
版
さ
れ
た
Ｅ
は
二
一
一
段
分
を
絵
画
化
し
、
そ
の
数
は
三
一
〇
図

に
の
ぼ
る
。

Ａ
か
ら
Ｉ
ま
で
の
お
よ
そ
百
年
の
間
で
、
最
も
よ
く
絵
画
化
さ
れ
た
の

は
、
ど
の
よ
う
な
章
段
（
逸
話
）
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
諸
本
九

六
〇



点
の
う
ち
、
Ｈ
の
『
絵
本
徒
然
草
』
と
そ
の
後
編
と
目
さ
れ
る
Ｉ
の
『
絵
本

垣
衣
草
』
を
一
点
と
み
な
し
、
八
点
で
確
認
し
た
。
八
点
す
べ
て
に
共
通
し

て
絵
画
化
さ
れ
た
場
面
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
こ
の
う
ち
七
つ
の
章
段
、
五

点
の
う
ち
七
つ
の
章
段
、
都
合
十
四
の
章
段
が
共
通
し
て
絵
画
化
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
以
下
の
よ
う
に
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
巷
間
に
よ
く
知
ら
れ
、

ま
た
人
気
の
あ
っ
た
逸
話
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

諸
本
八
点
で
共
通
す
る
挿
絵

第
八
段

世
の
人
の
心
惑
は
す
事

第
六
八
段

筑
紫
に
、
な
に
が
し
の
押
領
使

第
八
七
段

下
部
に
酒
飲
ま
す
る
事

第
一
三
七
段

花
は
盛
り
に

第
一
五
四
段

此
の
人
、
東
寺
の
門
に

第
一
八
八
段

或
者
、
子
を
法
師
に
な
し
て

第
二
三
六
段

丹
波
に
出
雲
と
い
ふ
所

諸
本
五
点
で
共
通
す
る
挿
絵

第
十
一
段

神
無
月
の
頃

第
五
一
段

亀
山
殿
の
御
池
に

第
一
二
九
段

顔
回
は

第
一
七
一
段

貝
を
覆
ふ
人
の

第
一
九
五
段

或
人
久
我
縄
手
を

第
二
一
四
段

想
夫
恋
と
い
ふ
薬
は

第
二
一
八
段

狐
は
人
に

一
般
に
近
世
初
期
の
版
本
挿
絵
に
つ
い
て
言
え
ば
、
出
自
が
明
ら
か
で
な

（

）

い
無
名
の
絵
師
の
手
に
な
る
も
の
が
多
い
。『
徒
然
草
』
の
絵
入
版
本
に
つ

い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
稿
末
の
表
の
諸
本
の
う
ち
、
絵
師
の
名
が
顕
か
な

も
の
は
、
Ｅ
の
『
改
正
頭
書
つ
れ
づ
れ
草
絵
抄
』
と
Ｈ
『
絵
本
徒
然
草
』
と

そ
の
続
編
の
Ｉ
『
絵
本
垣
衣
草
』
の
三
点
で
あ
る
。
Ｅ
の
挿
絵
は
、
京
都
で

医
師
の
傍
ら
仮
名
草
子
の
作
者
と
し
て
も
活
躍
し
た
艸
田
斎
三
径
こ
と
苗
村

丈
伯
（
一
六
七
四
│
一
七
四
八
）
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
三

一
〇
図
に
お
よ
ぶ
挿
絵
の
な
か
に
は
、
Ｃ
『
絵
入
徒
然
草
』
の
図
様
を
採
用

し
て
、
人
物
を
左
右
反
転
さ
せ
た
も
の
や
、
人
物
に
新
た
な
持
物
を
加
え
る

な
ど
、
一
部
を
改
変
し
た
類
似
図
が
い
く
つ
か
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う

に
先
行
す
る
版
本
の
挿
絵
を
踏
襲
す
る
例
は
近
世
初
期
に
お
い
て
は
少
な
く

（

）

な
か
っ
た
よ
う
で
、
絵
師
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
が
、
Ｂ
の
『
大
字
絵
入

つ
れ
つ
れ
草
』
で
は
二
十
図
す
べ
て
が
Ａ
の
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
の
図

様
を
採
用
し
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
の
図
様

を
用
い
て
奈
良
絵
本
が
制
作
さ
れ
た
と
い
う
、
両
者
の
不
可
分
な
関
係
を
踏

ま
え
る
と
、
こ
の
よ
う
な
図
様
の
継
承
は
、『
徒
然
草
』
版
本
の
初
期
か
ら

の
、
い
わ
ば
伝
統
的
な
作
画
方
法
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

元
禄
期
に
お
け
る
『
徒
然
草
』
の
版
本
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三

挿
絵
に
見
る
時
代
性

こ
こ
で
は
第
二
章
で
取
り
上
げ
た
諸
本
の
特
徴
を
踏
ま
え
て
、
挿
絵
の
枚

数
、
図
様
、
風
俗
表
現
に
着
目
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
変
遷
と
特
質
に

つ
い
て
述
べ
る
。

１

挿
絵
の
枚
数

第
二
章
で
述
べ
た
と
お
り
、『
徒
然
草
』
の
最
初
の
絵
入
り
版
本
で
あ
る

Ａ
『
な
ぐ
さ
み
草
』
が
登
場
し
て
か
ら
お
よ
そ
百
年
の
間
に
は
、
挿
絵
に
占

め
る
画
面
の
大
き
さ
、
枚
数
に
時
代
に
よ
る
推
移
が
見
て
取
れ
る
。
挿
絵
の

枚
数
を
見
る
と
、
寛
文
期
（
一
六
六
一
│
七
三
）
以
降
時
代
が
下
が
る
に
つ

れ
て
、
二
十
か
ら
三
十
図
ほ
ど
で
定
着
し
て
い
く
。
ま
た
、
挿
絵
の
大
き
さ

は
、
半
丁
に
一
図
を
配
し
た
も
の
か
ら
、
半
丁
二
枚
分
を
左
右
見
開
き
に
し

て
一
図
を
描
く
も
の
へ
と
推
移
し
て
い
く
傾
向
に
あ
る
。
画
面
の
拡
大
に
よ

っ
て
、
人
物
の
姿
態
や
調
度
品
な
ど
、
風
俗
や
そ
れ
ら
が
置
か
れ
た
環
境
を

よ
り
詳
細
に
、
正
確
に
描
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
文

字
に
よ
る
注
釈
が
挿
絵
に
置
き
換
わ
る
と
い
う
、
テ
ク
ス
ト
か
ら
イ
メ
ー
ジ

へ
の
転
換
は
、
読
者
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
大
い
に
貢
献
し
た
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
享
受
の
有
様
の
変
遷
と
い
う
よ
り
も
、
新
た
な

受
容
者
層
、
購
買
者
層
の
獲
得
を
睨
ん
で
い
た
版
元
の
販
売
戦
略
で
あ
っ
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

２

受
容
者

と
こ
ろ
で
、『
徒
然
草
』
の
版
本
の
受
容
者
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

人
物
で
、『
徒
然
草
』
の
ほ
か
に
ど
の
よ
う
な
本
を
読
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う

か
。
ま
ず
第
二
章
で
取
り
上
げ
た
諸
本
の
版
元
を
確
認
す
る
と
、
Ａ
か
ら
Ｉ

の
九
点
に
は
山
本
久
左
衛
門
、
川
勝
五
郎
左
右
衛
門
　
、
林
和
泉
椽
、
萬
屋

庄
兵
衛
、
大
文
字
屋
七
郎
兵
衛
、
礒
田
太
良
兵
衛
、
菊
屋
喜
兵
衛
ら
洛
中
の

著
名
な
書
肆
の
名
が
並
び
、
こ
れ
ら
す
べ
て
が
京
都
で
出
版
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
Ｂ
の
『
大
字
絵
入
つ
れ
つ
れ
草
』、
Ｄ
の
『
徒
然

草
吟
和
抄
録
』
に
つ
い
て
は
、
京
都
に
続
き
大
坂
で
再
板
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、『
徒
然
草
』
の
絵
入
り
版
本
が
京
坂
を
中
心
と
す
る
上
方
文
化
圏
で

好
調
な
売
り
上
げ
を
記
録
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
諸

本
の
作
者
に
つ
い
て
言
え
ば
、
Ｆ
の
『
女
訓
徒
然
草
』
の
作
者
で
あ
る
都
の

錦
こ
と
宍
戸
光
風
女
紫
（
一
六
七
五
│
没
年
未
詳
）
は
、
元
禄
十
三
年
か
ら

十
六
年
（
一
七
〇
〇
│
〇
三
）
の
間
に
京
都
・
大
坂
を
幾
度
も
往
還
し
な
が

ら
、
京
都
で
『
女
訓
徒
然
草
』
を
出
版
し
て
い
る
が
、
都
の
錦
の
著
名
な
作

品
で
あ
る
『
沖
津
白
波
』
は
京
都
・
大
坂
で
、『
元
禄
曽
我
物
語
』
は
京

都
・
江
戸
で
同
時
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
例
は
、
作

者
と
後
援
者
や
版
元
と
の
密
接
で
良
好
な
関
係
の
な
せ
る
事
で
は
あ
る
が
、

こ
の
時
期
に
商
業
出
版
は
、
上
方
か
ら
江
戸
へ
販
路
を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
地
域
的
に
も
新
た
な
購
買
者
層
を
獲
得
す
る
事
に
な
っ
た
と
言
え
る

（

）

だ
ろ
う
。

ま
た
、
京
坂
の
版
本
の
読
者
層
に
つ
い
て
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
は
あ
る

六
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が
、
近
松
門
左
衛
門
（
一
六
五
三
│
一
七
二
四
）
の
浄
瑠
璃
『
心
中
宵
庚

（

）

申
』（
享
保
七
年
・
一
七
二
二
初
演
）
に
興
味
深
い
記
事
が
見
え
る
。
大
坂

新
靫
油
掛
町
の
八
百
屋
半
兵
衛
の
女
房
千
世
が
、
山
城
上
田
村
の
実
家
に
病

気
の
父
を
見
舞
っ
た
際
に
、
父
の
無
聊
を
慰
め
る
た
め
棚
か
ら
本
を
取
り
出

し
て
読
み
聞
か
せ
る
件
が
あ
る
。
そ
の
棚
に
は
日
常
生
活
に
必
要
な
売
買
・

両
替
な
ど
の
算
術
を
絵
入
り
で
懇
切
に
解
説
し
て
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た

『
塵
劫
記
』（
寛
永
四
年
・
一
六
二
七
刊
）
の
ほ
か
、『
伊
勢
物
語
』、『
徒
然

草
』、『
平
家
物
語
』
な
ど
の
古
典
文
学
が
並
ん
で
い
た
。
そ
し
て
千
世
が
父

様
の
そ
ば
に
は
あ
り
そ
う
も
な
い
と
評
し
た
、
情
死
事
件
を
脚
色
し
た
『
心

中
天
の
網
島
』（
享
保
五
年
・
一
七
二
〇
初
演
）
の
名
ま
で
見
え
る
。
も
っ

と
も
こ
れ
は
作
者
の
近
松
門
左
衛
門
が
、
自
信
作
を
宣
伝
す
る
意
図
が
あ
っ

た
も
の
だ
ろ
う
が
、
こ
の
記
事
か
ら
は
、
一
町
人
が
古
典
文
学
か
ら
実
用

書
、
心
中
物
と
い
う
ゴ
シ
ッ
プ
的
な
読
み
物
ま
で
、
か
な
り
幅
広
い
ジ
ャ
ン

ル
の
書
籍
に
親
し
ん
で
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

こ
こ
で
語
ら
れ
る
『
徒
然
草
』
が
、
絵
入
り
版
本
で
あ
っ
た
か
否
か
は
定

か
で
は
な
い
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
受
容
者
が
自
ら
本
文
や
挿
絵
を
眼
で
見

る
、
読
む
ば
か
り
で
な
く
、
耳
で
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
内
容
を
理
解
し

て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
、
見
る
、
読
む
、
聞
く
こ
と
を
駆
使
し
た

鑑
賞
方
法
は
、
平
安
時
代
の
女
房
の
物
語
絵
鑑
賞
と
相
通
じ
る
部
分
が
あ
る

よ
う
に
思
う
。
例
え
ば
、
図
６
の
《
源
氏
物
語
絵
巻
》
東
屋
（
徳
川
美
術

館
）
を
見
る
と
、
画
面
右
手
前
の
女
房
は
詞
書
が
書
か
れ
た
冊
子
を
読
み
、

周
り
の
女
性
た
ち
は
女
房
の
語
る
物
語
に
耳
を
そ
ば
だ
て
て
い
る
。
画
面
上

部
の
女
性
（
浮
舟
）
は
、
物
語
の
情
景
が
描
か
れ
た
冊
子
を
眺
め
て
、
画
中

人
物
の
心
情
に
心
を
寄
せ
て
、
物
語
を
楽
し
ん
で
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
平

安
貴
族
に
よ
る
物
語
絵
の
享
受
に
つ
い
て
は
、
初
学
者
を
対
象
と
す
る
よ
り

も
物
語
の
内
容
を
あ
ら
か
じ
め
把
握
し
て
い
た
、
一
定
の
教
養
の
あ
る
人
々

に
と
っ
て
効
果
的
な
鑑
賞
方
法
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
は
『
徒
然
草
』
を
「
聞
く
」
と
い
う
行
為
に
焦
点
を
当
て
て
み
る

こ
と
と
す
る
。
江
戸
時
代
前
期
の
版
本
が
、
実
際
の
講
義
、
つ
ま
り
講
釈
を

基
に
し
た
草
稿
を
ま
と
め
て
、
注
釈
書
が
生
み
出
さ
れ
た
こ
と
は
先
に
述
べ

図 6 《源氏物語絵巻》東屋 復元部分図
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た
と
お
り
で
あ
る
。
川
平
敏
文
は
、
近
世
に
お
け
る
『
徒
然
草
』
の
鑑
賞
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
松
永
貞
徳
が
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
大

意
の
中
で
「
聞
か
せ
た
く
侍
る
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、「〈
見

せ
〉
た
い
、〈
読
ま
せ
〉
た
い
な
ど
で
は
な
く
、〈
聞
か
せ
〉
た
い
」
と
「
語

（

）

り
聞
か
せ
る
場
、
即
ち
講
釈
の
場
を
強
く
意
識
し
て
い
る
」
と
い
う
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
の
講
義
、
講
釈
の
受
講
者
は
、
例
え
ば
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
基

と
な
っ
た
読
書
会
で
は
、
林
羅
山
ら
儒
者
や
医
者
な
ど
学
究
の
徒
が
聴
講
し

て
い
た
よ
う
に
、
町
人
階
層
の
な
か
で
も
ご
く
限
ら
れ
た
知
識
人
、
教
養
人

で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）

に
『
徒
然
草
』
の
講
釈
を
行
う
際
の
指
南
書
と
も
い
う
べ
き
『
徒
然
草
大
意

（

）

読
方
秘
伝
抄
』（
京
都
大
学
文
学
部
所
蔵
）
と
い
う
写
本
が
登
場
し
た
。
こ

の
本
は
『
徒
然
草
』
講
釈
の
詳
細
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
本
と
し
て
大
い
に
利
用
さ

れ
た
よ
う
で
、
江
戸
時
代
中
期
以
降
も
講
談
の
世
界
で
人
気
を
誇
っ
て
い
た

（

）

と
い
う
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
金
銭
に
窮
し
た
近
松
門
左
衛
門
は
、
暇
を
み
て

は
堺
の
夷
島
に
で
か
け
て
、
栄
宅
と
い
う
男
と
一
緒
に
『
徒
然
草
』
の
辻
講

（

）

釈
を
行
い
、
日
銭
を
稼
い
で
い
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
、
市
井
で

町
人
が
『
徒
然
草
』
の
逸
話
を
耳
に
す
る
機
会
は
日
常
的
で
あ
っ
た
こ
と
が

窺
え
る
。『
心
中
宵
庚
申
』
に
登
場
し
た
千
世
の
父
親
の
よ
う
な
、『
徒
然

草
』
版
本
の
読
者
も
、
書
物
を
読
む
前
に
町
中
で
聞
い
た
講
釈
が
耳
に
馴
染

ん
で
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
奇
し
く
も
挿
絵
を
「
見
る
」
こ
と
と
講
釈
を

「
聞
く
」
こ
と
が
同
じ
く
貞
享
、
元
禄
期
（
一
六
八
四
│
一
七
〇
二
）
に
盛

行
し
て
い
た
こ
と
は
、『
徒
然
草
』
の
受
容
者
の
裾
野
を
拡
大
す
る
一
助
と

な
っ
た
こ
と
は
疑
い
よ
う
が
な
い
。

そ
れ
で
は
な
ぜ
、
元
禄
期
を
中
心
に
『
徒
然
草
』
の
絵
入
り
版
本
は
相
次

い
で
出
版
さ
れ
た
の
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
文
化
構
造
の
大
き
な
変
化

が
元
禄
期
に
あ
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
。
池
上
英
子
は
、
文
化
構
造
の
変
化
に

（

）

つ
い
て
、
そ
の
要
因
を
二
点
指
摘
し
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
、
大
名
と
公
家
と

の
婚
姻
に
よ
っ
て
朝
廷
の
伝
統
的
な
儀
式
や
儀
礼
な
ど
の
文
化
力
を
武
家
が

取
り
入
れ
、
武
家
の
文
化
資
本
と
権
威
の
向
上
を
図
っ
た
こ
と
。
も
う
一
つ

は
民
衆
に
と
っ
て
も
朝
廷
の
美
学
、
詩
歌
、
礼
儀
作
法
こ
そ
高
級
文
化
の
究

極
の
基
準
と
認
識
さ
れ
、
民
衆
が
詩
歌
や
芸
能
を
趣
味
と
し
て
享
受
す
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
十
七
世
紀
後
半
は
公
家
文
化
で
育
く
ま

れ
た
古
典
文
学
、
文
化
、
儀
礼
が
武
家
、
町
人
階
層
双
方
に
文
化
的
画
期
を

も
た
ら
し
た
。
元
禄
期
と
は
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
時
代
の
要
請
に
応
じ
て
、
新
た
な
読
者
層
は
、
絵
入
り
版
本
を
有
効
に

利
用
し
つ
つ
、
古
典
文
学
の
『
徒
然
草
』
を
通
し
て
、
王
朝
の
洗
練
さ
れ
た

文
化
を
享
受
し
た
の
で
あ
る
。

３

風
俗
表
現

こ
れ
ら
諸
本
に
は
風
俗
表
現
に
つ
い
て
特
筆
す
べ
き
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ

は
時
好
に
投
じ
た
描
写
や
時
世
粧
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
一
例
を
挙
げ

る
と
、
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
の
Ｅ
『
改
正
頭
書
つ
れ
づ
れ
草
絵
抄
』
の

第
一
三
六
段
「
く
す
し
篤
成
」（
図
７
）
の
挿
絵
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
章

段
の
逸
話
の
現
代
語
訳
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

六
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医
師
の
篤
成
が
故
後
宇
多
院
の
御
前
に
伺
候
し
て
御
食
膳
が
上
が
っ
た

時
に
「
唯
今
御
前
に
上
が
っ
て
お
り
ま
す
御
食
膳
の
品
々
を
、
文
字
で

も
効
能
で
も
お
尋
ね
下
さ
っ
て
、（
私
が
）
宙
で
申
し
ま
し
た
ら
、（
そ

れ
を
）
本
草
学
の
書
物
と
御
照
合
下
さ
い
ま
せ
。
ひ
ょ
っ
と
し
て
、
申

し
違
い
は
あ
り
ま
す
ま
い
。」
と
申
し
上
げ
た
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
六

条
の
故
内
府
有
房
公
が
い
ら
し
て
、「
私
も
、
こ
の
機
会
に
勉
強
し
ま

し
ょ
う
。」
と
言
っ
て
、「
ま
ず
、
し
お
と
い
う
文
字
は
、
何
偏
で
あ
り

ま
し
ょ
う
か
。」
と
お
尋
ね
に
な
っ
た
と
こ
ろ
が
、「
土
偏
で
ご
ざ
い
ま

す
。」
と
申
し
た
の
で
、「
学
識
の
程
度
が
も
う
わ
か
っ
て
し
ま
っ
た
。

も
う
そ
れ
く
ら
い
で
た
く
さ
ん
で
す
。（
こ
の
上
）
聞
き
た
い
こ
と
が

な
い
。」
と
申
さ
れ
た
の
で
、（
あ
と
は
）
大
笑
い
に
な
っ
て
、
篤
成
は

退
出
し
て
し
ま
っ
た
と
さ
。

（

）

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
図
７
の
挿
絵
を
見
る
と
、
画
面
左
手
の
御
簾
内
の
上

畳
に
僧
形
の
故
後
宇
多
院
が
座
し
、
そ
の
御
前
に
は
唐
衣
姿
の
女
房
が
盃
を

載
せ
た
三
方
を
捧
げ
持
っ
て
い
る
。
院
の
左
手
に
は
「
本
草
綱
目
」
と
大
書

さ
れ
た
箱
が
置
か
れ
、
そ
の
傍
ら
に
狩
衣
姿
の
医
師
の
篤
成
が
控
え
て
い

る
。
庇
の
間
で
立
っ
て
い
る
衣
冠
姿
の
公
達
は
六
条
の
故
内
府
有
房
で
あ

る
。
挿
絵
は
小
画
面
な
が
ら
、
人
物
の
装
束
は
そ
の
身
分
を
、
御
殿
の
構
造

や
室
礼
は
時
代
の
風
俗
を
、
そ
れ
ぞ
れ
正
確
に
描
き
出
し
て
い
る
。
そ
し
て

画
中
に
「
故
法
王
」、「
く
す
し
あ
つ
し
け
」、「
六
条
故
内
府
」
と
人
物
名
を

書
き
込
む
こ
と
に
よ
り
、
装
束
の
区
別
に
明
る
く
な
い
初
学
者
で
あ
っ
て
も

容
易
に
場
面
状
況
が
把
握
で
き
る
よ
う
に
便
宜
を
図
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。さ

て
、
こ
の
画
中
の
「
本
草
綱
目
」
に
つ
い
て
、
近
世
の
代
表
的
な
注
釈

書
と
し
て
知
ら
れ
る
浅
香
山
井
の
『
徒
然
草
諸
抄
大
成
』（
貞
享
五
年
・
一

六
八
八
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
本
草
」
に
つ
い
て
「
山
案
ズ
ル
ニ
、
此
ノ
外

ニ
本
草
ア
マ
タ
ア
レ
ド
モ
今
ア
マ
ネ
ク
用
ヰ
ル
ハ
時
珍
ガ
ア
ツ
メ
ル
〈
本
草

綱
目
〉
ナ
リ
」
と
あ
る
。
こ
の
注
釈
書
は
Ｅ
『
改
正
頭
書
つ
れ
づ
れ
草
絵

抄
』
の
三
年
前
に
出
版
さ
れ
た
書
籍
で
、
ほ
ぼ
同
時
代
の
資
料
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
る
と
、
挿
絵
の
「
本
草
綱
目
」
と
は
明
の
李
時
珍
（
一
五
一
八
│
九

三
）
が
著
し
た
『
本
草
綱
目
』（
万
暦
十
八
年
・
一
五
九
〇
）
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。
こ
れ
は
、
慶
長
十
二
年
（
一
六
〇
七
）
頃
に
林
羅
山
が
長
崎
で

入
手
し
、
幕
府
に
献
本
さ
れ
た
と
い
い
、
そ
の
後
寛
永
十
四
年
（
一
六
三

七
）
に
最
初
の
和
刻
本
が
刊
行
さ
れ
、
正
保
か
ら
寛
文
年
間
（
一
六
四
四
│

七
三
）
に
何
度
も
版
を
重
ね
て
江
湖
に
浸
透
し
て
い
っ
た
と
い
う
。
も
ち
ろ

ん
こ
の
逸
話
に
登
場
す
る
後
宇
多
法
皇
（
一
二
六
七
│
一
三
二
四
）
は
鎌
倉

時
代
中
期
の
人
物
で
あ
る
か
ら
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
『
本
草
綱
目
』
は
存

在
し
な
い
。
そ
れ
を
あ
え
て
画
中
に
挿
入
し
た
理
由
は
、
注
釈
書
に
記
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、「
今
ア
マ
ネ
ク
用
ヰ
ル
」
本
と
し
て
、
当
時
読
者
の
誰
も

が
知
る
、
最
も
流
通
し
て
い
た
医
学
書
と
い
う
時
好
性
を
取
り
入
れ
た
結
果

と
言
え
る
だ
ろ
う
。
同
様
の
例
は
、
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
に
刊
行
さ
れ

た
『
可
笑
記
』
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。『
可
笑
記
』
に
は
当
時
活
躍
し

（

）

て
い
た
役
者
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
佐
藤
悟
は
、
版
元

元
禄
期
に
お
け
る
『
徒
然
草
』
の
版
本
挿
絵

六
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が
挿
絵
を
入
れ
る
必
要
性

を
感
じ
て
い
た
た
め
の
措

置
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て

（

）

い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況

を
踏
ま
え
て
Ｅ
の
挿
絵
を

再
度
見
る
と
、
画
中
で
存

在
感
を
発
揮
し
て
い
る

「
本
草
綱
目
」
の
文
箱
は
、

漢
籍
で
あ
れ
ば
二
十
七
冊

揃
、
和
刻
本
で
あ
れ
ば
三

十
六
か
ら
三
十
九
冊
揃
と

い
う
実
際
の
書
籍
が
ち
ょ

う
ど
納
ま
る
大
き
さ
で
描

か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
版

元
は
読
者
の
購
買
意
欲
を

さ
り
げ
な
く
掻
き
立
て
る

よ
う
に
、
挿
絵
を
用
い
て

絶
妙
な
広
告
戦
略
を
行
っ

て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ

う
。つ

ぎ
に
時
好
性
と
も
重

な
る
が
、
挿
絵
の
中
に
は

当
世
風
俗
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
場
面
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
同

じ
く
Ｅ
の
『
改
正
頭
書
つ
れ
づ
れ
草
絵
抄
』
の
第
八
段
「
世
の
人
の
心
惑
わ

す
事
」（
図
８
）
で
は
、
衣
装
に
香
を
炷
き
し
め
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

伏
籠
に
掛
け
ら
れ
、
香
り
が
炷
き
し
め
ら
れ
て
い
る
小
袖
は
、
肩
、
裾
な
ど

に
片
輪
車
の
文
様
を
大
胆
に
配
し
て
い
る
。
ま
た
、
衣
桁
に
か
か
る
二
領
の

衣
装
の
う
ち
、
右
側
に
は
背
中
心
に
大
ぶ
り
の
藤
花
を
配
し
た
小
袖
、
左
側

に
は
波
に
千
鳥
を
あ
し
ら
っ
た
振
袖
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
衣
装
の

図 8 『改正頭書つれづれ草絵抄』第八段

図 7 E『改正頭書つれづれ草絵抄』第百三十六段
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文
様
、
柄
行
に
注
目
す
る
と
、
寛
永
期
か
ら
寛
文
期
に
か
け
て
流
行
し
た
小

袖
の
よ
う
に
見
え
る
。
果
た
し
て
寛
文
七
（
一
六
六
七
）
年
に
浅
井
了
以

（
生
年
未
詳
│
一
六
九
一
）
が
著
し
た
小
袖
雛
形
本
で
あ
る
『
新
撰
御
ひ
い

な
が
た
』
で
確
認
す
る
と
、
類
似
す
る
文
様
の
小
袖
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
。
例
え
ば
、「
ふ
ぢ
の
も
や
う
（
藤
の
模
様
）」（
図
９
）
と
記
さ
れ
た
小

袖
は
、
小
袖
の
背
面
を
キ
ャ
ン
バ
ス
に
見
立
て
て
、
肩
か
ら
裾
へ
向
か
っ
て

大
胆
に
流
れ
る
藤
花
を
描
い
て
い
る
。
こ
れ
は
衣
桁
に
か
か
る
藤
花
の
小
袖

を
広
げ
れ
ば
、
か
く
や
と
い
う
ほ
ど
近
似
し
た
文
様
で
あ
る
こ
と
に
驚
か
さ

れ
る
。
同
様
に
雛
形
本
を
見
る
と
、「
松
は
に
か
た
は
く
る
ま
（
松
葉
に
片

輪
車
）」（
図
１０
）
と
い
う
小
袖
は
、
肩
か
ら
裾
に
か
け
て
対
角
線
上
に
松
葉

と
片
輪
車
を
配
し
て
い
る
。
こ
れ
も
画
中
の
伏
籠
に
掛
け
ら
れ
た
小
袖
と
同

種
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
画
中
に
描
か
れ
た

小
袖
は
、
左
右
非
対
称
の
構
成
、
個
性
の
強
い
文
様
表
現
と
い
う
寛
文
小
袖

の
特
徴
と
合
致
す
る
も
の
で
、
当
時
の
最
先
端
の
流
行
を
挿
絵
に
取
り
入
れ

（

）

て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
西
川
祐
信
が
描
く
Ｈ
『
絵
本
徒
然
草
』
の
人
物
は
、
男
女
と

も
当
世
風
俗
を
描
い
た
も
の
が
多
い
。
こ
こ
で
は
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
は
割

愛
す
る
が
、
正
徳
六
年
（
一
七
一
六
）
に
西
川
祐
信
が
挿
絵
を
担
当
し
た

『
雛
形
都
風
俗
』
に
掲
載
さ
れ
た
小
袖
に
類
似
す
る
文
様
も
散
見
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
西
川
画
で
は
、
鶺
鴒
髱
を
作
っ
た
つ
ぶ
し
島
田
、
あ
る
い
は
春
信

風
の
島
田
に
結
っ
た
女
性
が
し
ば
し
ば
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
元
禄
期
に

町
人
階
層
で
一
世
を
風
靡
し
た
髪
型
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
西
川

本
に
お
い
て
は
、
画
面
の
大
き
さ
に
対
し
て
テ
ク
ス
ト
が
大
幅
に
減
少
し
、

雲
形
の
余
白
に
書
き
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
複
雑
な

髪
形
、
精
緻
な
文
様
の
小
袖
な
ど
当
世
風
俗
を
よ
り
丁
寧
に
描
写
す
る
た
め

に
、
画
面
の
領
域
を
増
加
さ
せ
る
と
い
う
工
夫
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
西

図 9 『新撰御ひいながた』藤

図 10 『新撰御ひいながた』片輪車

元
禄
期
に
お
け
る
『
徒
然
草
』
の
版
本
挿
絵
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川
本
は
『
徒
然
草
』
の
世
界
を
借
り
て
、
元
禄
期
の
ス
タ
イ
ル
ブ
ッ
ク
を
制

作
す
る
こ
と
に
注
力
し
て
い
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
多
分
に
嫁
入

り
前
の
若
い
女
性
読
者
の
眼
を
意
識
し
た
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
、『
徒
然
草
』
の
絵
入
り
版
本
の
分
析
を
踏
ま
え
る
と
、

『
徒
然
草
』
は
時
代
が
降
る
に
つ
れ
て
、
学
術
的
な
教
養
書
、
あ
る
い
は
道

徳
的
な
教
訓
書
か
ら
娯
楽
的
な
読
み
物
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
こ
と
が
分
か

る
。
そ
の
変
化
の
中
で
、
挿
絵
の
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
。
画
中
の
当
世

風
俗
の
人
物
は
、
読
者
を
自
然
に
『
徒
然
草
』
の
世
界
に
誘
っ
て
く
れ
た
こ

と
だ
ろ
う
。『
徒
然
草
』
の
持
つ
教
訓
性
、
道
徳
性
を
押
し
つ
け
る
の
で
は

な
く
、
難
解
な
文
言
で
あ
っ
て
も
自
然
に
親
し
め
る
よ
う
に
、
挿
絵
に
器
物

や
人
物
の
名
を
書
き
入
れ
る
な
ど
の
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ

う
し
た
工
夫
に
は
、
町
人
階
層
の
な
か
で
も
初
学
者
や
女
性
、
子
供
な
ど
新

た
な
読
者
層
を
版
元
が
開
拓
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

『
徒
然
草
』
の
版
本
に
と
っ
て
画
期
と
な
る
元
禄
期
は
、
文
化
構
造
の
大

き
な
変
化
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
述
し
た
と
お
り
だ
が
、
こ
の
時
期
、
初
学
者

の
教
育
と
い
う
点
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
寺
子
屋
の
存
在
で
あ
る
。

寺
子
屋
が
本
格
的
に
普
及
す
る
の
は
、
元
禄
年
間
を
は
さ
む
天
和
か
ら
正
徳

期
（
一
六
八
一
│
一
七
一
六
）、
さ
ら
に
享
保
期
（
一
七
一
六
│
三
六
）
か

ら
で
あ
る
と
言
わ
れ
、
商
業
資
本
出
版
の
確
立
と
相
俟
っ
て
江
戸
・
京
都
・

（

）

大
坂
な
ど
の
大
都
市
を
中
心
に
盛
行
し
た
。
ま
た
、
江
戸
・
大
坂
・
京
都
な

ど
大
都
市
で
は
寺
子
屋
の
師
匠
が
女
性
の
職
業
と
し
て
確
立
し
た
こ
と
、
そ

し
て
、
江
戸
中
期
以
降
に
女
児
の
寺
子
屋
就
学
率
が
高
ま
っ
た
要
因
は
、

『
徒
然
草
』
の
絵
入
り
版
本
の
読
者
が
寺
子
屋
に
集
う
女
性
、
子
供
、
初
学

者
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
新
た
な
読
者
層
は
、

古
典
文
学
の
『
徒
然
草
』
を
通
し
て
、
王
朝
の
洗
練
さ
れ
た
雅
な
文
化
を
享

受
し
た
の
で
あ
る
。

注（
１
）
永
積
安
明
校
注
・
訳
『
徒
然
草
』
解
説
、『
方
丈
記
／
徒
然
草
／
正
法
眼
蔵

随
聞
記
／
歎
異
抄
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
四
四
）、
小
学
館
、
一
九
九

五
年
、
三
〇
二
│
三
〇
三
頁

（
２
）
中
野
雅
之
「
金
沢
文
庫
と
徒
然
草
│
金
沢
文
庫
の
「
徒
然
草
」
関
係
資
料

を
中
心
に
（
特
集

徒
然
草
│
新
た
な
読
み
の
可
能
性
を
探
る
）
│
（
徒
然
草

の
世
界
）」、『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
六
二
号
、
一
九
九
七
年
、
八
四
│
八
八

頁

（
３
）
塩
出
貴
美
子
「『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
に
つ
い
て
│
『
徒
然
草
』
の
絵
画

化
」、『
奈
良
大
学
大
学
院
研
究
年
報
』
一
九
号
、
二
〇
一
四
年
、
一
八
一
│

二
一
〇
頁
、
同
「
富
美
文
庫
蔵
『
徒
然
草
』
考
│
挿
絵
の
比
較
を
中
心
に
」、

『
奈
良
大
学
紀
要
』
三
八
号
、
二
〇
一
〇
年
、
二
三
四
│
二
〇
八
頁

（
４
）
注
（
１
）
前
掲
永
積
安
明
校
注
・
訳
『
徒
然
草
』
解
説
、
二
七
九
│
二
八

一
頁
、
三
木
紀
人
「
徒
然
草
」、『
日
本
大
百
科
全
書
』、
小
学
館
、
一
九
九
四

│
一
九
九
七
年
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
、
二
〇
二
二
年
十
二
月
二
日
ア
ク
セ
ス

（
５
）
久
保
田
淳
・
北
側
忠
彦
編
『
中
世
の
文
学
』（
有
斐
閣
選
書
、
一
九
七
六

年
）
に
よ
る
と
、
版
本
は
実
際
に
は
五
十
種
以
上
出
版
さ
れ
た
と
い
い
、
今

後
は
版
本
、
絵
画
作
品
と
も
作
品
数
は
も
う
少
し
増
え
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
６
）
注
（
３
）
前
掲
塩
出
論
文

（
７
）
松
原
茂
「
住
吉
具
慶
筆
『
徒
然
草
画
帖
』
│
制
作
期
と
そ
の
背
景
」、『
東

六
八



京
国
立
博
物
館
研
究
誌
』
三
八
七
号
、
一
九
八
三
年
、
一
九
│
二
九
頁

（
８
）
古
今
伝
授
に
つ
い
て
は
、
横
井
金
男
『
古
今
伝
授
の
史
的
研
究
』、
臨
川
書

店
、
一
九
八
〇
年
を
参
照
し
た
。
明
暦
三
年
二
月
に
妙
法
院
尭
然
親
王
、
聖

護
院
道
晃
親
王
、
飛
鳥
井
雅
章
、
岩
倉
具
起
の
四
名
が
「
古
今
伝
授
」
の
相

伝
を
受
け
て
い
る
。

（
９
）
島
内
裕
子
「
響
き
合
い
、
映
じ
合
う
『
徒
然
草
』」、『
徒
然
草

美
術
で
楽

し
む
古
典
文
学
』、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、
二
〇
一
四
年

（
１０
）
中
野
三
敏
『
書
誌
学
談
義

江
戸
の
板
本
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年

（
１１
）
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
原
文
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献
を
参
照
し
た
。
日
本

古
典
文
学
会
編
、
堤
精
二
・
小
高
道
子
解
説
、
松
永
貞
徳
著
『
な
ぐ
さ
み
草
』

上
、
下
（
日
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊
二
八
│
二
九
）、
貴
重
本
刊
行
会
、
一
九

八
四
年
、
小
高
敏
郎
『
松
永
貞
徳
の
研
究
』
続
篇
、
臨
川
書
店
、
一
九
八
八

年
、
二
六
五
│
二
六
八
頁

（
１２
）
佐
藤
悟
「
挿
絵
か
ら
見
た
近
世
小
説
史
」、『
十
九
世
紀
の
文
学
』（
岩
波
講

座
日
本
文
学
史
第
一
〇
巻
）、
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
、
一
八
二
│
一
八
七

頁

（
１３
）
徳
田
和
夫
『
お
伽
草
子
研
究
』、
三
弥
井
書
店
、
一
九
九
八
年
参
照

（
１４
）
藤
原
英
城
「
獄
前
の
都
の
錦
│
書
肆
川
勝
五
郎
右
衛
門
を
め
ぐ
っ
て
│
」、

『
近
世
文
藝
』
七
六
号
、
二
〇
〇
二
年
、
四
七
│
四
九
頁

（
１５
）
近
松
門
左
衛
門
著
・
長
友
千
代
治
校
注
「
心
中
宵
庚
申
」、『
曾
根
崎
心
中
、

高
野
山
女
人
堂
心
中
万
年
草
、
心
中
宵
庚
申
、
大
経
師
昔
暦
、
鑓
の
権
三
重

帷
子
ほ
か
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

七
五
、
近
松
門
左
衛
門
集

二
）、
一
九
九
八
年
、
四
五
九
頁

（
１６
）
川
平
敏
文
「
徒
然
草
講
釈
考
│
元
禄
期
の
指
南
書
か
ら
」、『
近
世
文
藝
』

八
〇
号
、
二
〇
〇
四
年
、
二
│
三
頁

（
１７
）
同
前
川
平
論
文
、
一
│
一
四
頁

（
１８
）
同
前
川
平
論
文
、
一
│
一
四
頁

（
１９
）
河
竹
繁
俊
『
近
松
門
左
衛
門
』（
人
物
叢
書
一
二
一
）、
吉
川
弘
文
館
、
一

九
八
八
年
、
二
二
頁

（
２０
）
池
上
英
子
『
美
と
礼
節
の
絆

日
本
に
お
け
る
交
際
文
化
の
政
治
的
起

源
』、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
株
式
会
社
、
二
〇
〇
五
年
、
四
六
六
│
四
六
七
頁

（
２１
）
三
谷
榮
一
、
峯
村
文
人
編
『
増
補
徒
然
草
解
釋
大
成
』、
有
精
堂
出
版
株
式

会
社
、
一
九
八
六
年
、
八
三
四
│
八
三
七
頁

（
２２
）
小
川
武
彦
「
万
治
版
挿
絵
に
つ
い
て
」、『
可
笑
記
大
成
│
影
印
・
校
異
・

研
究
』
第
二
編
、
笠
間
書
院
、
一
九
七
四
年

（
２３
）
注
（
１２
）
前
掲
佐
藤
論
文
、
一
八
五
│
一
八
七
頁

（
２４
）
寛
文
小
袖
に
つ
い
て
は
、
小
出
（
末
久
）
真
理
子
「
近
世
初
期
に
お
け
る

小
袖
意
匠
形
式
の
変
遷
」、『
日
本
家
政
学
会
誌
』
六
三
号
、
二
〇
二
一
年
、

五
九
一
│
六
〇
三
頁
を
参
照
し
た
。

（
２５
）
石
川
松
太
郎
「
寺
子
屋
」、
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
『
国
史
大
辞
典
』
二
〇
二

三
年
一
月
四
日
ア
ク
セ
ス

元
禄
期
に
お
け
る
『
徒
然
草
』
の
版
本
挿
絵

六
九



表

主
要
な
絵
入
版
本

書
名

出
版
年

版
元

作
者
・
絵
師

本
文

挿
絵

Ａ

な
ぐ
さ
み
草

慶
安
５
年
（
１
６
５
２
）

松
永
貞
徳

半
丁
の
上
三
分
の
一
に
注
釈
１８

行
、
下
三
分
の
二
に
本
文
９
行
、

半
丁

１５８
図

Ｂ

大
字
絵
入
つ
れ
つ
れ
草

寛
文
１０
年
（
１
６
７
０
）

①
大
和
田
安
兵
衛

②
森
本
専
助
（
大
坂
）

半
丁
に
１４
行
、
句
読
点
、
濁
点
、

漢
字
に
は
ふ
り
が
な
有
り
。

上

半
丁
１０
図
、
下

半
丁
１０
図

Ｃ

絵
入
徒
然
草

寛
文
１２
年
（
１
６
７
２
）

冒
頭
一
丁
分
に
注
釈
、
解
説
あ
り

上

半
丁
１３
図
、
下

半
丁
１１
図

Ｄ

徒
然
草
吟
和
抄
録

元
禄
３
年
（
１
６
９
０
）

①
帯
屋
甚
右
衞
門
（
大

坂
）

②
川
勝
五
郎
右
右
衛
門

（
京
都
）

冒
頭
に
「
卜
部
系
図
」
あ
り
、
半

丁
に
１５
行
、
上
三
分
の
一
に
注
釈

２５
行
、
下
三
分
の
二
に
本
文

３３
図
（
う
ち
左
右
見
開

き
図
は
６
図
）

Ｅ

改
正
頭
書
つ
れ
づ
れ
草
絵
抄

元
禄
４
年
（
１
６
９
１
）

①
林
和
泉
椽
（
京
都
）

艸
田
斎
三
径

（
画
）

冒
頭
に
徒
然
草
大
意
あ
り
。
半
丁

に
１２
行

２１１
段
分
を
３１０
図
に
絵
画

化

Ｆ

女
訓
徒
然
草

元
禄
１５
年
（
１
７
０
２
）

岩
田
屋
半
七

宍
戸
光
風
女
紫

（
都
の
錦
）

本
文
８
行
、
本
文
の
あ
と
割
注
あ

り
、
ふ
り
が
な
あ
り

見
開
き
に
１５
図

Ｇ

新
板
絵
入
つ
れ
づ
れ
草

元
禄
１６
年
（
１
７
０
３
）

礒
田
太
良
兵
衛
（
京
都
）

冒
頭
に
「
當
時
禁
中
圖
説
」、
本

文
は
半
丁
に
１５
行
、
ふ
り
が
な
あ

り
。

半
丁
１２
図
、
３２
場
面
を

描
く

Ｈ

絵
本
徒
然
草

元
文
５
年
（
１
７
４
０
）

菊
屋
喜
兵
衛
（
京
都
）

西
川
祐
信
（
画
）

絵
に
徒
然
草
の
文
言
が
付
く

見
開
き
５２
図

Ｉ

絵
本
垣
衣
草

寛
延
３
年
（
１
７
５
０
）

菊
屋
喜
兵
衛
（
京
都
）

西
川
祐
信
（
画
）

絵
本
徒
然
草
の
続
編

見
開
き
３６
図

七
〇



Illustrations for the Printed Edition of
“Tsurezuregusa” in the Genroku Period (1688-1704)

MURAKI Keiko

“Tsurezuregusa” is an essay written by Yoshida Kenko (ca. 1283-1352) in the
late Kamakura period. Providing momentum for the revival of classical literature
which grew in the early Edo period (1603-1868), “Tsurezuregusa” was studied and
annotated by court nobles and other educated people in the cultural salons presided
over by the cloistered Emperor Gomizunoo (1559 -1680 ) . With the rise of the
publishing culture, these annotations became the subsequent source material for
many printed editions and resulted in many books and annotations. Especially during
the Jokyo and Genroku periods ( 1684 - 1702 ) , more than 13 editions, including
illustrated editions, were published and proved widely popular among the
townspeople, making “Tsurezuregusa” a classic literary treatise known to all.

Previous studies have pointed out instances in which the illustrations of
“Nagusami-gusa” (1652), one of the printed editions of “Tsurezuregusa,” became the
source of illustrations for Nara ehon, and for this reason, it is extremely important to
pay attention to the illustrations in the printed editions of “Tsurezuregusa.”

This paper aims to analyze illustrated woodblock prints produced mainly during
the Genroku period (1688-1704) up to the first half of the eighteenth century and
examine what kind of scenes were illustrated, what the source of these illustrations
was, and what kind of readers were the target audience for them. The analysis of
the text, annotations, style of illustrations, and painted scenes reveals that
“Tsurezuregusa” evolved from being a scholarly or didactic book to being more of
an entertaining read as time went by. The various innovations in the illustrations
suggest that the publishers were aiming to attract new readers, such as women,
children, and novice students gathered at the terakoya ( temple schools ) . The
Genroku period was also a time when the literature, culture, and rituals fostered by
the court nobles brought epoch of culture to the samurai and merchant classes. In
response to the needs of the times, new readers enjoyed the refined culture of the
imperial court through the classical literature of “ Tsurezuregusa ” ( Essays in
Idleness).

キーワード：徒 然 草（”Tsurezuregusa”）、版 本 挿 絵（Illustrations for the printed
edition）、元禄期（Genroku period (1688-1704)）
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